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香川県生活科教育研究会編集部 と

今 回の 内容 「振 り返 り学習の連続 の課程 の 中にお ける国語 力」

1  趣 旨
本 単 元

「
大 好 きわ た した ち の学 校 」 で は , 子 ど もが学 校 の施 設 を利 用 した り, 先 生 や 友 だ

ち な ど との 関 わ りを深 め た り しな が ら, 学 校 生 活 を豊 か に広 げ て い くこ とを 目指 して い るっ

本 実 践 にお い て は具 体 的 な活 動 や 体 験 を通 して得 た気 付 き を質 的 に高 め るた め に , 以 前 の

体 験 や 表 現 活 動 に振 り返 り, 気 付 き を深 め て い く 「振 り返 り学 習 」 を充 実 させ て 取 り組 ん で

い く。そ して新 た な め あ て を もつて も う
一 度 学 校 で働 く人 の仕 事 ウォ ッチ ン グをす る こ とで ,

多 様 な情 報 を読 み とる力 を高 め て い きた い。 さ らに , 学 習 した こ とを詩 や す ごろ くに ま とめ

た り, 全 校 生 や 家 庭 に学 習 した こ とを発 信 した りす る言 語 体 験 を通 して ,  自分 の 思 いや願 い

や 考 え を表 現 す る力 を高 め て い きた い。
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① 学 校が楽 しく安心してくらせるのは, どうしてだろう。

② 仕 事 ウォ ッチングに行 こ う I
・グループごとに学校で働いている先生方の仕事 ウォ ッチ ングをす る。

③ 報 告会 を しよ う。 I
・仕事 ウォ ッチングを してわかつたことを友達に知 らせ る。

④ 仕 事 ウォ ッチ ン グに行 こ

仕 事 の秘 密 を見つ け る。

うII

⑤ 発 表会 を しよ う
・ 取材カート

ヾ
か らみんなに知 らせ たい ことを探す。

・ 濠1 やペ ープサー トを作 って発表 の練習 をす る。
・ 仕事 の大変 さ仕 事の 工夫, 働く人 の思いや願 いがあるこ とに気づ く。

仕 事 ウォ ッチ ン グに行 こ う田 ( 休み 時 間 )

新 た な 疑 間 を モ) つて仕 事 ウォ ッチ ン グをす る。

報 告 会 を しよ う H ( 朝 の会 ・帰 りの会 )

⑥ まとめよ う

学校す ごろくを作つて友だちやお家の人 とす る。

課 題 を もつ

知 的 な 気 づ き

知 的 な 気 づ き

知 的 な 気 づ き
の深 ま り

知 の 実践 化
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３ 振り返り学習の連続の課程

《学習課題をもつ》

楽しく学校へ来ている子どもたちに「学校が楽しいのはどうしてだろう？」と教師からの

投げかけると 「友達がいるから，遊具があるから，いろいろな部屋があるから，先生方が、

いるから 」と子どもたちからの声 「先生方ってどんな仕事をしているの？みんなと関係。 。

があるの？」と自分と学校にいる人のかかわりを意識し，課題解決学習に入っていった。

［調理員さんｳｫｯﾁﾝｸﾞ］《仕事ウォッチングに行こうⅠ》

学校探検からくわしく調べたい５人の先生方を決め、仕事

ウォッチングに出かけた （事前に５人の先生方とは学習の。

ねらいを打ち合わせしておいた ）。

子どもたちは「顔を描いてこよう。仕事を見てこよう。仕

事場にあるものを１０個ぐらい見つけて来よう 」とめあて。

をもって出かけた 「これは何ですか？」と質問をしたり，。

それぞれの先生方からの問いかけに答えながら見たもの，聞

いたこと，一緒に仕事をしたことなどの発見をもって帰って

きた。

（増えていった気付きの観点 ）

《報告会をしようⅠ》

探検で見たこと，したことを全体に報告しあい，５人の先

生たちはわたしたちの学校生活とつながっていることが分か

った。

・ わたしたちが安全にくらせるようにみまもってくれる。

・ 学校をきれいにしてわたしたちをきもちよくしてくれる。 ＜はじめのカード ＞

・ けがや病気の時にお世話をしてくれる。

・ おいしいごはんを作ってくれる。

・ 音楽で楽しくしてくれる。

しかしこれでは終わらない。報告会で情報交換していると，働く人のうれしい

ことやつらいこと，仕事の秘密を聞いたり，もっと一緒に仕事がしてみたくなった

りした。

そこでまた，新たなめあてをもって，仕事ウォッチングに出かけた。

今日みんなが言った事はだいたい知っているよ。

まだ分からないことがあるよ。技能員さんはお花

がきれいに咲いたらうれしいと言っていたよ。校

長先生の嬉しいことは何だろう。聞いてみたいな

あ。つらいこともあるのかな？ 
 

給食を作ってくれるのは知っているよ。ぼ

くはおしい給食をつくる秘密を知りたい

よ。 
お花を玄関に飾るのがたのしかったよ。校長

室のそうじも一緒にしてみたいよ。 
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《仕事ウォッチングに行こうⅡ》 －振り返り学習１－

一緒に仕事をさせてもらうと子どもたちは仕事の大変さ，仕事への思いなどに気付いて

いった 「プランターは大変重かったです。一人だと大変だなぁと思いました 「ぼくは。 。」

給食を入れるところをしっかりふきました 」など，子どもの取材カードには，新たな気。

付きが加えられていった。休み時間もその人の仕事を見に行ったり，声をかけたりしてい

た。そうして発見したことは，教師に真っ先に報告しにきた 「４つの色のエプロンがあ。

， ， 。」るけど どうしてやろ？なべの横のハンドルを回して なべをひっくり返したすごいな

など探究心はふくらみ，気付きが深まり，広がっていっていると感じた。

《発表会をしよう》 －振り返り学習２－

いっぱいになった取材カードからみんなに伝えたいこと（初めて知ったことや驚いた

こと）に線を引き，グループごとに劇や動作化やペープサートやクイズで発表した。発

表会では，発見を共有したり，新たなめあてがもてたりするように話形を示し，コミュ

ニケーション力育成もめざした。

〈 〉質問します

〈 〉わたしもこうするよ

〈わたしもそう思うよ〉

発表会で友だちから出た質問は「そうなんだコーナー」に書き

再度ウオッチングに行き，解決していった （報告会をしようⅡ）。

《詩を作る》

谷川俊太郎さんの「きゅうしょく」という詩は，パンができるまでにはたくさんの人々

がかかわって私たちのところへ届いているという詩で，帰りの会で毎日暗唱していた。

「それぞれの先生方の仕事は私たちの生活と深くつながっているんだよね。この詩みたい

に詩が作れそうだね 」という教師の提案に 「わたしたちの学校」という題で詩を作っ。 ，

た。取材や発表で心に残った言葉を選びみんなで作った。この詩は 帰りの会で 「給食」，

の詩に替わっていつの間にか動作を入れながら暗唱するようになった。

ゴミ出しは雨の日は

しないのですか。どこ

へもっていくのです

か？

幼稚園にはど

んな部屋があ

るのですか？

なぜ４回もエ

プロンを替え

るのですか？

発表を聞いて，学

校中の花の水やりを

しているのことが分

かりました。こしがい

たいだろうなあと思

います。

校長先生はみんなが

きまりを守らないこと

がつらいのですね。私は

より道をしないで帰り

ます。 
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《 学校すごろく」にまとめる》 －振り返り学習３－「

ウォッチングした先生方の仕事について，今までの取材カードや発表を振り返り，すご

ろくを作った。働く人の思いや願いは自分たちと深くかかわっていることに気付き，それ

を自分は生活の中でどう実践していくか「学校すごろく」に一人一人がまとめた。

このようにこまの内容を設定して，ま

とめやすくした。

子どもたちは「これからわたしは○○

を守ろう 「□□していこう 」という。」 。

生活をよりよくしていこうとする意欲を

もつことができた。参観日には，仕事ウ

ォッチングの発表会をし，学んだことを

見てもらった。すごろくは家に持って帰

り，学校生活の話をしながらお家の人と

一緒に楽しんだ。お家の人からは「家族

で一緒にしました。学校生活がよく分か

りました。先生方の仕事がよく分かり，

子どもの実演もあってとてもおもしろか

ったです 」という返事をたくさんいた。

だき，この学習で子どもの学校に対する

認識が深まり，言語力も伸びたことを感

じた。

《全校生に発信する》

「こんなに衛生に気を付けていても，エプロンを着けないで来る子，手を洗わないで来

る子がいるの。こまるわ 」何度もウォッチングに行っていると調理さんがこんな悩みを。

話してくれた。これを聞いて，調理員さんからのお願いを入れて，劇やクイズに表し，全

校生に訴えた。さっそく，給食委員会が動き，今では衛生面や返し方がよくなった。

【 】執筆にかかわった人

指導 中山 智 （川津小） 実践 光中 純子（西庄小） 協力 木田 裕子（府中小）

亀井 彰 （松山小） 中井 博子（川津小）

三木 省二（栗林小） 佐野 珠代（林田小）

久利 知光（付属高松小）

 

 
・ピンクのカードはその人の願いで私が実行すること
・ブルーのカードは私がなかなかできていないこと
・ボーナスカードは探検で一番心に残ったこと
・グリーンのカードは発表会でしたクイズ

心をこめてつくりましょう。

食缶を保管

庫でぬくめ

ましょう。

あつあつをい

れましょう。 
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